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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  複数の電池を直列接続し、前記複数の電池を接続方向に拘束してなるセルモジュールで
あって、
  前記電池は、前記接続方向の一方側の面部を被覆して前記接続方向への拘束荷重を緩衝
する緩衝部と、
  前記接続方向の一方側の面部に設けられ、前記接続方向に対して前記緩衝部よりも窪ん
だ凹部と
  前記凹部から前記接続方向の一方側へ露出された一方の電極部と、
  前記接続方向の他方側の面部に露出された他方の電極部と、
  前記凹部に収容され、前記一方の電極部及び前記接続方向に対して隣り合う電池の前記
他方の電極部と接触し、前記隣り合う電池と電気的に接続するためのばね部を備え、
  前記凹部は、前記接続方向に直交する方向に対して外部と連通する開口部を有し、前記
ばね部を前記開口部から取り外し可能なものであることを特徴とするセルモジュール。
【請求項２】
  前記ばね部は、前記接続方向に直交する方向へ前記凹部の開口部から突出し、電圧を検
出するための電圧検出部を有していることを特徴とする請求項１に記載のセルモジュール
。
【請求項３】
  前記ばね部は、前記開口部を介して前記凹部に着脱可能に収容されていることを特徴と
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する請求項１又は２に記載のセルモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電池を直列に接続するのに好適な電極部の接続構造を有するセルモジ
ュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数の電池を直列に接続して構成されるセルモジュールは、高出力が得られ
る電源として知られている。かかるセルモジュールは、隣り合う電池の異極部同士が電気
的に接続されるように複数の電池が配列され、これらの電池を配列方向に拘束した状態で
使用される。したがって、隣り合う電池の異極部同士が直接接触して電気的に接続される
セルモジュールの場合、拘束荷重の負荷により電極部に破損や変形などが生じる虞がある
。そこで、拘束荷重から電極部を保護するための各種の方策が講じられている（特許文献
１参照）。
【０００３】
　特許文献１には、隣り合う電池と電極部同士が直接接触せず、弾性導電体を介して電気
的に接続される接続構造を有する電池の構成が開示されている。この場合、電池には、一
方の電極部（先端電極部）を囲むように環状リム部が設けられており、該環状リム部の中
心凹部には、先端電極部に固定された弾性導電体が配されている。そして、電池は、環状
リム部を隣り合う電池の他方の電極部（終端電極部）と接触させた状態で拘束されている
。これにより、拘束荷重が隣り合う電池の電極部間に直接負荷されることを回避し、電極
部の保護を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２７３４８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方で、特許文献１に開示された電極部の接続構造においては、電池の直列接続体（セ
ルモジュール）における個々の電池の性能等を確認したい場合、あるいは電池の直列接続
体を電源とする負荷回路等を保守する場合について、配慮されていないという問題がある
。例えば、特許文献１には、上述した電極部の接続構造を有する電池を備えた携帯用ライ
トの構成が開示されているが、かかる携帯用ライトの場合、筒状ケースの一端のねじ込み
キャップを取り外すと、電池の拘束が解かれ、すべての電池を筒状ケース内から容易に取
り出すことができる。このため、安全に個々の電池の性能等を確認することができる。し
かしながら、複数の電池を拘束する押圧手段は、ねじ込みキャップのような簡単に取り外
し可能なものには限られない。したがって、押圧手段を簡単に取り外せる構造を備えてい
ないセルモジュールでは、個々の電池あるいは任意の電池を安全に取り外すことが容易で
ない場合がある。特に電池の数が多い場合は、回路電圧が高くなるので安全性を考慮する
必要がある。
【０００６】
　本発明はこれを踏まえてなされたものであり、その解決しようとする課題は、複数の電
池を直列接続してなるセルモジュールの各電池やセルモジュールの負荷の保守点検を安全
に行うことができる電極部の接続構造を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明に係るセルモジュールは、複数の電池を直列接続し
、前記複数の電池を接続方向に拘束して構成される。かかるセルモジュールにおいて、前
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記電池は、前記接続方向の一方側の面部を被覆して前記接続方向への拘束荷重を緩衝する
緩衝部と、前記接続方向の一方側の面部に設けられ、前記接続方向に対して前記緩衝部よ
りも窪んだ凹部と前記凹部から前記接続方向の一方側へ露出された一方の電極部と、前記
接続方向の他方側の面部に露出された他方の電極部と、前記凹部に収容され、前記一方の
電極部及び前記接続方向に対して隣り合う電池の前記他方の電極部と接触し、前記隣り合
う電池と電気的に接続するためのばね部を備えており、前記凹部は、前記接続方向に直交
する方向に対して外部と連通する開口部を有していることを特徴とする。
【０００８】
　かかるセルモジュールにおいて、前記ばね部は、前記接続方向に直交する方向へ前記凹
部の開口部から突出し、電圧を検出するための電圧検出部を有した構成とすることができ
る。
　また、前記ばね部は、前記開口部を介して前記凹部に着脱可能に収容される構成とする
こともできる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の電池を直列接続してなるセルモジュールの各電池やセルモジュ
ールの負荷の保守点検を安全に行うことができる電極部の接続構造を実現することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係るセルモジュールの全体構成を示す概略断面図である。
【図２】セルモジュールを構成する電池の概略構成を示す図であって、(ａ)は、電池にば
ね部を組み付ける前の状態、及びその一部を拡大して示す図であり、(ｂ)は、電池にばね
部を組み付けた状態を示す図である。
【図３】(ａ)は、電圧検出部を設けたばね部を有する電池の構成を示す概略断面図、(ｂ)
は、同図(ａ)の電池を直列接続してなるセルモジュールの構成を示す概略断面図である。
【図４】複数の電池を直列配置して拘束させるだけで、これらの電池を組み付けてセルモ
ジュールを構成可能であることを説明するための図である。
【図５】セルモジュールを構成する複数の電池の拘束を解くだけで、各電池がセルモジュ
ールから容易に分離可能であることを説明するための図である。
【図６】凹部に溶接されるばね部の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明のセルモジュールについて、添付図面を参照して説明する。図１には、本
発明の一実施形態に係るセルモジュールの全体構成の概略断面を示す。図１に示すように
、セルモジュールは、複数の電池１を直列接続し、これら複数の電池１を接続方向（同図
においては、左右方向）に拘束して構成されている。なお、複数の電池１を拘束するため
の押圧方法は、特に限定されない。例えば、電池１の接続方向の両端部に一対の板状部材
（エンドプレート）を設け、これらのエンドプレートによって電池１を拘束することがで
きる。この場合、一対のエンドプレートは、電池１の接続方向に延出された締結部材（帯
状のバンドや金属板等）の両端部にそれぞれネジ等により締結することによって固定され
、相互に連結される。これにより、一対のエンドプレート間で複数の電池１を挟持するこ
とができ、これらの電池１を拘束して保持することが可能となる。
【００１２】
　なお、図１には、３つの電池１（電池１ａ～１ｃ）を直列接続したセルモジュールの構
成を一例として示しているが、セルモジュールを構成する電池１の数は特に限定されず、
要求される出力レベルや搭載スペースなどの条件に応じて任意に設定することが可能であ
る。これらの電池１は、接続方向の両側に電極部（正極部及び負極部）を有しており、隣
り合う電池１が互いに異なる電極部を接続し合うように直列配置されている。本実施形態
においては、電池１として矩形平板状を一例として想定するが（図２参照）、接続方向の
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両側に電極部（正極部及び負極部）を有し、隣り合う電池１が互いに異なる電極部を接続
し合うように直列配置可能であれば、電池１の種類は特に問わない。例えば、扁平丸形の
コイン型電池なども想定可能である。また、電池１は、一次電池であっても二次電池であ
っても構わない。加えて、電池１の大きさも特に限定されず、任意の大きさのものであっ
ても適用可能である。ただし、セルモジュールは、同一形態及び同一種類の複数の電池１
で構成する。
【００１３】
　図２には、セルモジュールを構成する電池１の概略構成を示す。図２(ａ)は、セルモジ
ュールを構成する電池１にばね部６を組み付ける前の状態、及びその一部を拡大して示す
図であり、同図(ｂ)は、電池１にばね部６を組み付けた状態を示す図である。図２に示す
ように、電池１は、緩衝部２、凹部３、一対の電極部４,５、ばね部６を備えて構成され
ている。
【００１４】
　緩衝部２は、接続方向の一方側（一例として、図１における右側）の面部１１を被覆し
て接続方向への拘束荷重（図１に示す矢印Ｆで示す力。以下、拘束荷重Ｆという。）を緩
衝する。本実施形態においては、緩衝部２が凹部３以外の一方側の面部１１を被覆してい
る場合を想定する。複数の電池１を直列接続して拘束し、セルモジュールを構成した場合
、隣り合う一方の電池１の緩衝部２は、他方の電池１の面部１２と接触する。換言すれば
、緩衝部２は、隣り合う一方の電池１の面部１１と他方の電池１の面部１２との間に介在
された状態となる。これにより、複数の電池１を直列接続して拘束し、セルモジュールを
構成した際、緩衝部２で拘束荷重Ｆを積極的に負荷することができる。このため、隣り合
う電池１の一対の電極部４,５間に負荷される拘束荷重Ｆを格段に低減させることができ
る。この結果、電極部４,５を拘束荷重Ｆから保護し、電極部４,５に破損や変形などの不
具合が生じることを有効に防止することができる。
【００１５】
　したがって、このような機能を果たすべく、緩衝部２は、拘束荷重Ｆを負荷し得る弾性
を有する樹脂などで形成されている。その際、緩衝部２の厚さ（接続方向に対する寸法）
は、負荷する拘束荷重Ｆの大きさや樹脂の材質などに応じて任意に設定可能であるが、一
律となるように設定する。これにより、緩衝部２の全体で拘束荷重Ｆを均一に負荷するこ
とができる。また、緩衝部２の形成方法は、特に限定されない。例えば、面部１１に対し
て樹脂を塗布したり、浸漬を行うことなどにより、緩衝部２を形成することが可能である
。あるいは、緩衝部２を電池１とは別体をなして形成し、接着剤などにより面部１１に接
着させて電池１と一体的な取り回しが可能な構成としても構わない。
【００１６】
　凹部３は、接続方向の一方側の面部１１に設けられ、接続方向に対して緩衝部２よりも
窪んだ構成となっている。図２には、面部１１を接続方向へ窪ませて形成した凹部３の構
成を一例として示している。なお、このように面部１１を窪ませることなく、面部１１と
該面部１１に形成した緩衝部２との接続方向に対する寸法差、換言すれば、緩衝部２の接
続方向に対する厚さに相当する分だけ、緩衝部２に対して接続方向へ窪ませた領域を面部
１１上に形成し、該領域を凹部として構成することも可能である。凹部３の大きさ（接続
方向に対する寸法Ａや面部１１に対する面積比率など）や形状（平面形状及び断面形状な
ど）は、凹部３に対してばね部６を収容可能であれば、かかるばね部６の大きさや形状な
どに応じて任意に設定すればよい。一例として、図２(ａ)には、接続方向の平面形状が略
矩形状をなす凹部３の構成を一例として示す。また、凹部３の形成位置は、後述する電極
部４の位置に応じて任意に設定すればよい。図２(ａ)には、面部１１の上部一方側近傍に
位置付けた凹部３の構成を一例として示すが、例えば、面部１１の上部他方側近傍、下部
あるいは中央部などに凹部３を位置付けた構成とすることも可能である。
【００１７】
　また、凹部３は、接続方向に直交する方向（一例として、図１における上方）に対して
外部と連通する開口部３１を有している。すなわち、凹部３は、電池１の外周上部に開口
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部３１を有する構成となっており、接続方向に開放されるとともに、該接続方向に直交す
る方向に対しても開放された構成となっている。これにより、複数の電池１を直列接続し
て拘束し、セルモジュールを構成した場合であっても、凹部３は、開口部３１を介して外
部に開放された状態となる（図１参照）。
【００１８】
　ここで、電池１を直列接続して拘束し、セルモジュールを構成した際に、各電池１の凹
部３の開口部３１の位置を合わせるための構成を電池１に付加しても構わない。例えば、
隣り合う一方の電池１の緩衝部２と他方の電池１の面部１２に対し、相互に係り合う凸状
の突起部と凹状の穴部を設けてもよい。これにより、電池１を直列接続して拘束する際、
かかる突起部と穴部を係合させることで、セルモジュールを構成すると同時に開口部３１
の位置合わせを行うことができ、これらの周方向に対する開口位置を揃えることが可能と
なる。
【００１９】
　一方の電極部４は、凹部３から接続方向の一方側（一例として、図１における右側）へ
露出されている。この場合、例えば、電池容器内の正極の電極体から導出された正極リー
ドが電極部４に電気的に接続されることで、該電極部４は正極の電極部となる。これに対
し、他方の電極部５は、接続方向の他方側の面部１２に露出されている。換言すれば、面
部１２は、電極部５の電極面部として構成されている。例えば、電池容器内の負極の電極
体から導出された負極リードが面部１２に電気的に接続されることで、該面部１２に負極
の電極部５が構成される。なお、この場合、面部１２の全体を電極部５の電極面部として
構成すればよいが、接続方向に対して凹部３（電極部４）と反対側に位置する面部１２上
の領域（凹部相当領域）のみを電極部５の電極面部として構成することも可能である。す
なわち、少なくとも面部１２上の前記凹部相当領域が電極部５の電極面部として構成され
ていればよい。
【００２０】
　これにより、隣り合う一方の電池１の面部１１と他方の電池１の面部１２が対向するよ
うに、複数の電池１を直列配置することで、一方の電池１の電極部４と他方の電池１の電
極部５を、一方の電池１の凹部３を介して対向させることができる。例えば、図１に示す
ように、隣り合う２つの電池１ａ,１ｂにおいて、電池１ａの面部１１ａと電池１ｂの面
部１２ｂが対向するように直列配置することで、電池１ａの電極部４ａと電池１ｂの電極
部５ｂを、電池１ａの凹部３ａを介して対向させることができる。同様に、電池１ｂの電
極部４ｂと電池１ｃの電極部５ｃを、電池１ｂの凹部３ｂを介して対向させることができ
る。なお、一対の電極部４,５は、いずれか一方が正極、他方が負極であれば、どちらが
正極（もしくは負極）であるかは問わない。
【００２１】
　ばね部６は、凹部３に収容され、一方の電極部４（一例として、図１の電池１ａの電極
部４ａ）及び接続方向に対して隣り合う電池１の他方の電極部５（同、電池１ｂの電極部
５ｂ）と接触し、隣り合う電池１を電気的に接続する。この場合、ばね部６は、電極部４
と接触するように凹部３に収容されることで、電池１に組み付けられている。電池１に組
み付けられた状態においては、ばね部６は電池１との一体的な取り回しが可能な状態とな
っている（図２(ｂ)に示す状態）。そして、複数の電池１を直列接続して拘束し、セルモ
ジュールを構成した際、ばね部６は、隣り合う一方の電池１の電極部４と対向する他方の
電池１の電極部５とも接触した状態となる。例えば、図１に示すように、隣り合う２つの
電池１ａ,１ｂにおいて、電池１ａの凹部３ａに収容されたばね部６ａは、電極部４ａと
接触するとともに、電池１ｂの電極部５ｂとも接触した状態となっている。同様に、電池
１ｂの凹部３ｂに収容されたばね部６ｂは、電極部４ｂと接触するとともに、電池１ｃの
電極部５ｃとも接触した状態となっている。
【００２２】
　すなわち、ばね部６は、隣り合う一方の電池１の電極部４及び他方の電池１の電極部５
の双方に接触した状態でこれらの間に介在し、これらの電極部４,５を電気的に接続させ



(6) JP 6021440 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

る。なお、ばね部６は、隣り合う電池１間の抵抗、端的には電極部４,５間の抵抗をでき
るだけ小さくするべく、電極部４,５を相互に多接点で接続させる構成（いわゆる多接点
ばね）とする。この場合、図２(ａ)に示すように、ばね部６は、導電性を有する略矩形状
の金属板に長尺方向へ沿って等間隔で複数のスリット部６１を形成し、該スリット部６１
の間に接点部６２が１つずつ複数形成された構成、換言すれば、短尺方向へ渡された接点
部６２がスリット部６１と交互に長尺方向へ並設された構成となっている。なお、スリッ
ト部６１及び接点部６２の数は任意に設定することが可能である。各接点部６２は、接続
方向の両側へ交互に突出するように短尺方向へ渡されている。図２(ａ)には、接続方向の
一方側（ばね部６が収容される隣り合う一方の電池１の凹部３側）へ突出した後、他方側
（隣り合う他方の電池１の面部１２側）へ突出し、再度一方側へ突出するように各接点部
６２を短尺方向へ渡したばね部６の構成を一例として示している。ばね部６の構成は特に
限定されず、例えば、各接点部６２を接続方向の他方側へ突出させた後、一方側へ突出さ
せ、再度他方側へ突出させた構成であっても構わない。また、接続方向の一方側へ突出さ
せた接点部と他方側へ突出させた接点部を交互にスリット部６１を挟んで長尺方向へ等配
させてばね部６を構成することも可能である。
【００２３】
　そして、ばね部６は、収容される凹部３の深さ（図１に示す寸法Ａ）の範囲において、
電極部４,５間の抵抗を低値で安定させることが可能となるように、拘束荷重Ｆが負荷さ
れた際の過重負荷を考慮してばね変位量（ばね弾性）を設定して構成する。具体的には、
拘束荷重Ｆが負荷された際の過重負荷に基づいて、接続方向に対する接点部６２の突出寸
法を設定すればよい。また、ばね部６は、伸縮方向（弾性方向）が電極部４,５の接続方
向に沿うように凹部３に対して位置付ければよい。これにより、電極部４,５間を安定し
て通電させ、隣り合って配置された電池１を電気的に安定して接続させること、つまり、
接触荷重を安定させることができる。
【００２４】
　本実施形態において、ばね部６は、開口部３１を介して凹部３に着脱可能に収容されて
いる。その際、ばね部６を凹部３へ収容し、電池１に一体的に組み付けるための方法は特
に限定されず、任意の方法を採用することができる。図２に示す構成においては、ばね部
６の長尺方向の一端部に繋ぎ部６３を設けるとともに、凹部３に対して繋ぎ部６３を嵌合
させるための窪み部３３を形成している。この場合、繋ぎ部６３は、開口部３１から凹部
３への進入方向（図２における下方）へ突出する突出片であり、窪み部６３は、繋ぎ部６
３の突出方向へ凹部３を窪ませた嵌合部となっている。これにより、窪み部３３に対して
繋ぎ部６３を突出方向へ押し込むことで、これらを容易に嵌合させることができ、ばね部
６を凹部３の所定位置へ収容させた状態で電池１と一体的に組み付けることができる。し
たがって、複数の電池１の拘束を解くことなく、これらの電池１を拘束した状態であって
も、つまり、セルモジュールの構成後であっても、凹部３に収容したばね部６を開口部３
１から取り外すことができるとともに、開口部３１から凹部３に対してばね部６を再度取
り付けて収容させることができる。すなわち、ばね部６を着脱可能に凹部３へ収容させる
ことができる。なお、開口部３１の大きさは、該開口部３１を介してばね部６を凹部３へ
スムーズに着脱可能となるように、ばね部６の大きさに応じて設定すればよい。
【００２５】
　したがって、凹部３に収容したばね部６を開口部３１から取り外すことで、セルモジュ
ールを含む電気回路を容易に遮断させることが可能となる。また、取り外したばね部６を
開口部３１から凹部３に対して再度取り付けることで、遮断させた電気回路を容易に導通
させることが可能となる。すなわち、ばね部６を簡易なサービスプラグとして機能させる
ことができる。また、ばね部６が設定したばね変位量に保たれ、電極部４,５間に適正な
接触荷重を負荷させているか否かの確認を容易に行うことができる。このように、本実施
形態に係る電極部４,５の接続構造によれば、電極部４,５を拘束荷重Ｆから保護しつつ、
複数の電池１を直列接続してなるセルモジュールの各電池１やセルモジュールの負荷の保
守点検を安全に行うことができる。
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【００２６】
　また、ばね部６に対し、電圧を検出するための機能を併せて持たせた構成とすることも
可能である。図３には、かかる電圧検出機能を持たせた構成例を示す。図３(ａ)は、電圧
検出に用いられる電圧検出部を設けたばね部を備える電池の構成を示す概略断面図、同図
(ｂ)は、同図(ａ)の電池を直列接続してなるセルモジュールの構成を示す概略断面図であ
る。この場合、ばね部６は、接続方向に直交する方向（図３においては、上下方向）へ凹
部３の開口部３１から突出し、かかるばね部６（端的には、電池１）とセルモジュールを
含む電気回路上の任意の電圧測定点との間の電圧を検出するための電圧検出部７を有して
いる。これにより、例えば、隣り合う電池１の電圧検出部７の間に電圧計を接続させるこ
とで、かかる電池１間の電圧を簡単に測定することができる。図３(ｂ)には、電池１ａの
電圧検出部７ａと電池１ｂの電圧検出部７ｂの間に電圧計８を接続し、電池１ａ,１ｂ間
の電圧測定を行う場合の構成を一例として示している。
【００２７】
　すなわち、電圧検出部７を有するばね部６を凹部３に収容して電池１に組み付け、かか
る電池１を直列接続して拘束し、セルモジュールを構成するだけで、ばね部６（端的には
、電池１）とセルモジュールを含む電気回路上の任意の電圧測定点との間の電圧測定を容
易に行うことができる。別の捉え方をすれば、電池１自体に特段の構成変更（例えば、形
状の複雑な変更など）を加えることなく、ばね部６に電圧検出部７を設けるだけで、電圧
測定時の作業効率の向上を図ることが可能となる。なお、電圧検出部７は、ばね部６と一
体的に成形すればよいが（図２参照）、例えば、導電性を有する金属片で構成し、かかる
金属片をばね部６に対して半田付けなどにより取り付けることも可能である。また、図３
には、凹部３の開口部３１から突出するように設けた電圧検出部７の構成を一例として示
すが、電圧検出部７を開口部３１から突出させることなく、凹部３に収容させた構成も想
定可能である。要するに、開口部３１から電圧検出部への接続を行うことが可能であれば
、電圧検出部は必ずしも開口部３１から突出させなくともよい。
【００２８】
　なお、上述したように、電池１に組み付けられた状態においては、ばね部６は電池１と
の一体的な取り回しが可能な状態となっているため（図２(ｂ)に示す状態）、電池１を直
列配置して拘束させるだけで、ばね部６を介して電極部４,５間を通電させ、各電池１を
電気的に接続させることができる。例えば、図４に示すように、ばね部６ａを組み付けた
電池１ａに対し、ばね部６ｂを組み付けた電池１ｂを、電極部４ａと電極部５ｂを接続さ
せるように直列配置させる。同様に、ばね部６ｂを組み付けた電池１ｂに対し、ばね部６
ｃを組み付けた電池１ｃを、電極部４ｂと電極部５ｃを接続させるように直列配置させる
。そして、これらの電池１ａ～１ｃを拘束させることで、セルモジュールが構成される（
図１に示す状態）。すなわち、複数の電池１を直列配置して拘束させるだけで、これらの
電池１を組み付けてセルモジュールを構成することができる。これにより、電池１の組付
性の向上を図ることができ、セルモジュールの生産性向上を図ることも可能となる。
【００２９】
　また、セルモジュールを構成する複数の電池１の拘束を解くだけで、各電池１をセルモ
ジュールから容易に分離させることができる。図５には、複数の電池１の拘束を解き、電
池１ｃを電池１ｂから分離させた状態を示す。さらに、この状態から、電池１ｂを電池１
ａから分離させることも容易に可能である。したがって、例えば、所定の電池１に不具合
が生じた場合などにおいても、かかる電池１を新たな電池１と容易に交換することができ
る。そして、交換後の電池１を組み付けて拘束させるだけで、新たなセルモジュールを構
成することができる。これにより、電池１の交換性の向上を図ることができ、セルモジュ
ールの信頼性向上を図ることも可能となる。
【００３０】
　ここで、本実施形態においては、ばね部６は開口部３１を介して凹部３に着脱可能に収
容させた構成としている。ただし、ばね部を着脱させる必要がない場合、ばね部を凹部３
に対して固定的に収容させた構成とすることも可能である。この場合、例えば、ばね部を
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凹部３に対して溶接により接合させればよい。図６には、凹部３に溶接されるばね部の一
例を示す。この場合、ばね部６０は、導電性を有する略矩形状の金属板の下端部に長尺方
向に沿って複数の接点部６４が並設された構成となっている。各接点部６４は、ばね部６
０の下端部から接続方向の一方側（隣り合う電池１の面部１２側）へ突出するとともに、
ばね部６０の下端部側へ折り返すように屈曲されている。なお、接点部６４の数は任意に
設定することが可能である。
【００３１】
　このように接点部６４をばね部６０の下端側のみに設けることで、ばね部６０は、接合
面となる電極部４の電極面に沿って平面部６５を比較的広く確保することができ、接合に
適した構成となっている。そして、ばね部６０は、平面部６５に対して溶接部６６を有し
ており、かかる溶接部６６を電極部４に対して溶接することで、凹部３の所定位置へ接合
される。なお、溶接部６５は、平面部６５の一部であってもよいし、全体であってもよい
。これにより、ばね部６０は、凹部３に収容された状態で電池１と一体的かつ固定的に組
み付けられる。この状態においては、溶接部６５が凹部３に露出された電極部４と電気的
に接続されており、ばね部６０における通電部として機能する。また、この状態において
は、接点部６４が隣り合う電池１の面部１２に露出された電極部５と電気的に接続可能な
状態となる。なお、ばね部６０は、上述したばね部６（図１及び図２）と同様に電圧検出
部７を有する構成とすればよい。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　電池
　２　　緩衝部
　３　　凹部
　４　　一方の電極部
　５　　他方の電極部
　６　　ばね部
　１１　一方側の面部
　１２　他方側の面部
　３１　開口部
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